
を
行
う
市
民
活
動
団
体
、
行
政
な
ど
が
連
携・

協
力
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
協
働
の
し
く
み
づ
く
り

　
「
伊
賀
市
総
合
計
画
」
に
お
け
る
施
策
と

し
て
、「
市
に
お
け
る
協
働
に
対
す
る
基
本

的
な
考
え
に
つ
い
て
、
市
民
と
行
政
と
の
認

識
を
共
有
し
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

一
層
の
進
展
を
図
る
た
め
、
協
働
の
基
本
原

則
（
ル
ー
ル
）
づ
く
り
に
取
組
む
」
と
し
て

お
り
、
自
治
基
本
条
例
に
お
い
て
も
自
治
の

基
本
原
則
の
中
で
、
協
働
に
つ
い
て
位
置
付

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
お
い
て
も
、
自
治
組

織
の
あ
り
方
の
一
定
の
方
針
が
決
ま
り
、
ま

た
、
自
治
基
本
条
例
の
改
正
後
に
は
、
福
祉

部
署
の
地
域
福
祉
計
画
推
進
委
員
会
か
ら
提

言
の
あ
り
ま
し
た
「
伊
賀
市
協
働
推
進
指
針
」

を
参
考
に
、
市
全
体
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
基

本
方
針
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

◇
行
財
政
改
革

　
２
月
に
「
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
」
か

ら
、
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
関

す
る
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
最
終
答

申
に
基
づ
き
、「
市
民
の
満
足
度
の
向
上
」
を

目
標
と
し
て
継
承
し
、
今
ま
で
の
取
り
組
み
か

ら
優
先
度
の
高
い
「
持
続
可
能
な
財
政
構
造

の
確
立
」、「
行
政
の
事
務
事
業
領
域
の
再
構

築
」、「
時
代
に
対
応
で
き
る
人
や
組
織
の
育

成
」、「
市
民
への
説
明
責
任
の
確
保
と
実
行
」、

「
市
民
と
行
政
の
協
働
」
と
い
う
５
項
目
を

重
点
事
項
と
し
て
、
ま
た
、
公
共
施
設
の
統

廃
合
や
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進
な
ど
を
具

体
的
に
掲
げ
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
推

進
す
る
た
め
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
を
策

定
し
ま
し
た
。
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催
し
ま
す
。
ま
た
、
伊
賀
上
野
城
・
築
城

４
０
０
年
を
迎
え
、
秋
に
は
築
城
４
０
０
年

記
念
事
業
と
し
て
「
高
虎
サ
ミ
ッ
ト
」
な
ど

を
予
定
を
し
て
お
り
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

の
誘
客
促
進
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
自
然
景
観
、
祭
り
な
ど
有
形
・
無
形
の
財

産
や
、
地
域
で
独
自
に
培
わ
れ
た
風
土
と
生

活
文
化
な
ど
を
観
光
資
源
と
し
て
、
市
内
外

の
多
く
の
人
々
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
に
新
し
い
賑
わ
い
を
作
り
出

せ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
新
た
な
交
流
人
口
を
創
出
し
、

観
光
振
興
に
よ
り
他
産
業
へ
の
波
及
効
果
を

拡
大
し
、
市
民
生
活
を
豊
か
な
も
の
に
す
る

た
め
、今
後
と
も
積
極
的
に
「
地
域
お
こ
し
」、

「
ま
ち
お
こ
し
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
市
内
外
を
移
動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
」、「
多
文
化
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

な
ど
５
つ
の
政
策
が
あ
り
ま
す
。

◇
「
伊
賀
市
交
通
計
画
」

　
バ
ス
・
鉄
道
の
交
通
体
系
の
構
築
を
目
的

と
し
た
今
年
度
か
ら
の
新
た
な
４
年
間
の
計

画
を
策
定
し
、
都
市
交
通
体
系
整
備
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
地
域
が
造
り
、
育
む
、
地
域

に
根
差
し
た
持
続
可
能
な
交
通
体
系
」
と
そ

の
実
現
に
向
け
た
重
点
施
策
を
中
心
に
、
公

共
交
通
を
必
要
と
す
る
人
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
こ
と
を
考
え
取
り
組
み
ま
す
。

　
関
西
本
線
の
電
化
促
進
で
は
、
沿
線
市
町

村
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
利
用

促
進
に
つ
な
が
る
事
業
の
展
開
を
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
や
Ｊ
Ｒ
東
海
に

対
し
て
は
、
電
化
促
進
の
ほ
か
、
接
続
改
善

な
ど
利
便
性
向
上
の
た
め
の
要
望
活
動
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
県
に
対
し
て

も
、
全
国
的
に
も
電
化
の
整
備
が
極
端
に
遅

れ
て
い
る
県
と
し
て
、
主
体
的
な
取
り
組
み

を
強
く
要
望
し
ま
す
。

　
伊
賀
鉄
道
伊
賀
線
は
、
市
の
公
共
交
通
の

中
軸
的
な
機
能
を
有
し
、
特
に
通
勤
、
通
学

の
交
通
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
の
あ
る
生

活
路
線
で
あ
り
、
バ
ス
交
通
と
一
体
と
な
っ

た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
上

で
必
要
不
可
欠
な
路
線
で
す
。
利
用
促
進
に

向
け
て
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◇
道
路
関
係

　
地
域
間
の
交
流
や
連
携
を
促
進
す
る
名
阪

国
道
の
イ
ン
タ
ー
改
良
整
備
、
南
北
軸
の
地

域
高
規
格
道
路
「
名
神
名
阪
連
絡
道
路
」
の

早
期
具
体
化
や
、
国
道
３
６
８
号
の
４
車
線

化
整
備
、
国
道
４
２
２
号
三
田
坂
バ
イ
パ
ス

な
ど
、
国
・
県
道
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
も

関
係
機
関
に
働
き
か
け
ま
す
。

　
「
だ
れ
も
が
輝
く
ま
ち
を
つ
く
る
地
域
内

分
権
の
し
く
み
」
な
ど
８
つ
の
政
策
が
あ
り

ま
す
。

◇
「
伊
賀
市
総
合
計
画
」

　

少
子
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、
国
際
化
、

環
境
問
題
の
深
刻
化
、
産
業
構
造
の
高
度
化

な
ど
、
大
き
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
か
ら
、

地
方
分
権
の
進
展
や
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
自
立
し
た
新
し
い
「
伊
賀
市
」
の
創

造
と
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
個
性
あ
ふ

れ
、
魅
力
あ
る
地
域
の
形
成
を
め
ざ
し
、
平

成
18
年
に
「
伊
賀
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
基
本
的
な
政
策
を
示
し

た
市
政
運
営
の
指
針
と
な
る
平
成
27
年
度
ま

で
の
10
カ
年
の
基
本
構
想
と
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
基
本
方
針
と
な
る
５
カ
年

の
前
期
基
本
計
画
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
で
前
期
基
本
計
画
の
計
画
期
間
が

満
了
し
、
今
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の

５
カ
年
の
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
基

本
構
想
に
掲
げ
る
市
の
将
来
像
を
実
現
す
る

上
で
根
幹
と
な
る
施
策
・
事
業
を
構
想
に
従

い
、
前
期
基
本
計
画
の
実
行
状
況
や
現
在
の

社
会
状
況
、
国
の
施
策
の
動
向
な
ど
を
踏
ま

え
て
策
定
し
ま
し
た
。

◇
自
治
組
織
の
あ
り
方

　
自
治
組
織
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
か
ら
報

告
を
受
け
た
「
伊
賀
市
の
自
治
組
織
の
見
直

し
に
関
す
る
報
告
書
」
に
基
づ
い
た
実
施
施

策
に
つ
い
て
各
地
域
で
説
明
会
を
開
催
し
、

今
年
度
か
ら
「
地
域
の
行
政
窓
口
１
本
化
」

と
「
地
域
包
括
交
付
金
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　

地
域
へ
の
支
援
と
し
て
は
、「
伊
賀
市
自

治
基
本
条
例
」
の
基
本
理
念
で
あ
る
補
完
性

の
原
則
に
基
づ
き
、
市
民
や
地
域
が
自
ら
の

責
任
の
も
と
継
続
し
た
活
動
が
行
え
る
よ

う
、
行
政
職
員
の
意
識
改
革
の
も
と
横
断
的

な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
地
域

担
当
職
員
を
配
置
し
て
地
域
支
援
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
と
住
民
自
治
協
議
会
や
行
政

の
情
報
の
公
開
・
共
有
化
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
住
民
自
治
協
議
会
や
公
益
的
な
活
動

　
第
５
「
交
流
基
盤
」

　
第
６
「
し
く
み
」


